
地域商店街活性化法に基づく商店街活性化事業計画（野幌商店街振興組合）
計画期間：平成２４年４月～平成２９年３月（５年間）

課題 機会

地域住民ニーズ

～みんなが集まる学びの商店街～
○魅力ある商店街
○地域住民が集まる、交流のある商店街
○地域住民が参加するイベントのある商店街

コンセプト

地元学生によるオリジナ
ル商品を販売して欲しい

大学の授業の場として商
店街を活用して欲しい

ちょっとした商売をチャレ
ンジできる場が必要

住民の関心がある講座を
開催できる場が必要

商店街のイベントを一緒に
つくりたい、手伝いたい

新鮮な野菜を販売する
朝市等のイベントが必要

組合員数：４７

主な業種：飲食店（４８．９％）、小売業（１９．１％）、サービス業
（１４．９％）

○大型店出店によるにぎ
わい減少

○イベント時や飲食店以
外の利用が少ない

○働く場所がない

○１０年以上「ハッピーハロウィ
ン」などの地域貢献事業を実
施している

○平成２５年度から平成２７年
度にかけて商店街内の道路
拡幅工事が実施される予定

○江別市内に４つの大学があ
る

現状
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事業内容

数値目標

実施体制

活性化協議会
（商店街、大学、ＮＰＯ等）

評価委員会
（地域住民等）
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支援

助言

事業報告

評価、
改善提案

通行量 売上高

平成２３年度 １,２３３人／日
↓

平成２８年度 １,２６５人／日（１０２．６％）

平成２３年度 ５１５百万円
↓

平成２８年度 ５１９百万円（１００．８％）

２

平成２４年度～２８年度

○大学・高校と連携した商品開発
授業の一環として原材料栽培から商品レシピ開発までを実施。
地域住民向けの試食会を開催し、
平成２５年度以降もニーズを踏まえ
た売れる商品づくりを行い、販路拡
大も図る。

○学生による「まちのキカク書」提案
地元の大学生が「まちのキカク書」を、地域住民等に提案発表を行う。
学生は授業の一環として現地調査
を行い、買物や生活に関する課題
と解決策を整理し提案する。
提案した事業を実現したい学生を
大学や市が支援し、平成２５年度
以降は商店街内で起業を目指す人材を育成する。

○専門家や地域住民による市民講座

平成２８年度 イベントを一緒につくりたい

②コミュニティ事業（平成２８年度）

オリジナル商品を
販売してほしい

授業の場として
活用してほしい

ちょっとした商売を
チャレンジしたい

①商学連携事業（平成２４年度～継続）

○地元農家と連携した朝市

平成２８年度 朝市が必要

③はってん横丁事業（平成２８年度）


